
「一つの言葉でけんか、一つの言葉でなかなおり」
校長 原 政幸

中庭の薔薇は、深紅と鮮やかな黄色と淡いピンクに咲き誇り、それぞれの

香りを春風にのせています。鮮やかな花びらが五月晴れに映えて花そのもの

の美しさを一層際立たせています。

高根小学校では、「自ら進んでコミュニケーションをとる児童の育成」を

目指して、国語の学習と学校生活全般における言語活動の充実に力を入れて

います。言葉には大きな力があります。昇降口の下駄箱に北原 白秋の「ひ

とつのことば」が張ってあります。この詩にあるようにちょっとした言葉で

けんかになったり、きつい言葉でいらいらしたり。優しい言葉でなぐさめら

れることもあれば、温かい言葉でやる気がでることもあります。たった一言

が人の心を傷つけ、たった一言が勇気を与えます。「言葉は心」言葉は人の

ありようを表します。

本校では、「今月の詩の暗唱」に取り組んでいくことになりました。ねら

いは、詩の暗唱を通して児童の言葉や国語に対する関心を高めること。また、

暗唱をすることで達成感を味わわせ児童に自信をもたせることです。先生か

ら 1～ 3年生の詩と 4～ 6年生が示されます。それを暗唱したら友達や先生
方に聞いてもらう取組です。上手に暗唱できたら「合格証」がもらえます。

さて、どんな詩が登場するでしょうか？楽しみですね。

私自身、仕事がうまく進まないときなどにふと、宮沢 賢治の「雨ニモマ

ケズ」の中の言葉が心に浮かんできて勇気づけられることがあります。また、4
月に菜の花に覆われた美しい土手を見ると、山村 暮鳥の「風景 純銀もざ

いく」の「いちめんのなのはな」が目の前の風景と重なって思い起こされま

す。この詩の 8 行目だけが「かすかなるむぎぶえ」であったり「ひばりのお
しゃべり」だったりしてまようこともありますが、想像力がふわっと広がる

何とも言えない楽しい気持ちになります。

「先生、詩を覚えました」と笑顔で暗唱を聞かせてくれることを期待して

います。記憶力は知力の中核です。名作の暗唱は、感性を養い、豊かな心と

自信を育むものであると思います。

かにた 高根小学校だより第 4号 令和 5年６月 1日

「学校教育目標」かしこく（知）・なかよく（徳）・たくましく（体）

児童数 男子 84名 女子 86名 計 170名



「れいぎ正しくしながら見通しを持ち楽しい宿泊学習にしよう」
5 月 24 日・25 日に 5 年生が名栗げんきプラザで

の宿泊学習に行ってきました。上記の言葉は、5 年
生が自分たちで立てた宿泊学習全体のめあてです。

好天のもと、5 年生は、仲間と協力して、元気に
活動しました。宿泊学習の様々な活動の様子から、

普段教室では見られない子ども達の姿を見ることが

できました。キャンプファイヤーを上手に進行した

り、リズムに乗って踊ったり、上手に野菜を切った

り、竈での火おこしが上手だったり、友達にやり方 ◇キャンプファイヤーが始まります

を丁寧に教えたり…

げんきプラザでの体験により 5年生は今まで以上
に仲良くなったと思います。げんきプラザの職員や

同宿の他校の児童にしっかりと挨拶していました。

また、盛りだくさんな活動を予定時間通りに仲間と

協力してやり遂げていました。全体のめあてが達成

できたと思います。なにより、初夏の自然の中で一

つ一つの活動を仲間とともに心から楽しんでいた 5
年生の笑顔がきらきらと輝いていました。

◇グループで協力してボールを運びます

「自分の時間」「皆の時間」
文科省は昭和 39 年以来「体力・運動能 6月の生活目標は「時間を大切にしよう」

力調査」を実施しています。国民の体力、 です。先月の全校朝会で「時間」の話をし

運動能力の現状を明らかにし、体育・スポ ました。時間を計画的に使うか否かでその

ーツ活動の指導と行政上の基礎資料として 人の人生が大きく変わるということを話し

広く活用しています。小学校では、平成 11 ました。また、時間には、「自分の時間」だ

年度からは「新体力テスト」として、握力、 けでなく、大勢の人が一緒に使う「皆の時

上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20 間」があるということ。「自分の時間」は大

ｍシャトルラン（往復持久走）、立ち幅跳 切ですが、「皆の時間」は、それ以上に大切

び、ソフトボール投げの 8項目が行われて にしてほしいと伝えました。

います。 6 月 10 日は、「時の記念日」です。時間
高根小学校では、5 月に新体力テストを に関する意識を高めて「自分の時間」と「皆

行いました。子ども達は、五月晴れのもと の時間」を大切にして生活を送ってほしい

力一杯走ったり、ソフトボールを投げたり です。

していました。自らの体力の傾向を知り、

体力向上を目指して、意欲的な体育への取

組や適切な運動習慣づくりにつなげてほし

いと思います。


